予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：農山村振興費
	事業名: 鳥獣被害対策新技術実証事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）

農政部 農村振興課 農村支援係　電話番号：058-272-1111（内3176）

E-mail：c11427@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：500千円（前年度予算額：2,000千円）

	要求内容


	１　要求の内容


　県内でのカラスによる農作物被害額は4,500万円にのぼり、イノシシ、サルの次に大きな額となっている。このようなカラスの被害に対応するため、地域の農業者が実施可能な新技術の県内への普及に向けてその技術を実証する。

　なお、それぞれの技術については国や他県の試験場において実証しているものを用いることにより、県内での実証と併せて現場への速やかな普及を図る。
○果樹園（柿）におけるカラス対策（２箇所）

中央農業総合研究センターのテグスを用いたカラス抑制技術について、県内の柿　園での実証を行う。
○野菜畑におけるカラス対策（２箇所）
　　　山梨県総合農業技術センターが行った、黒色塗装したステンレスワイヤーを使用したカラス抑制技術について、県内の野菜畑での実証を行う。
	２　所要経費


500千円
	２月１日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	2,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,000

	要求額
	500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	500

	２月1日時点
査定額
	500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	500

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　野生鳥獣の被害を抑える効果的な技術について検証する


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H　）
	（H  ）
	（H  ）
	（H　）
	（H　）
	64100ha
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	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	単年度の実証であり、技術を実証したほ場ごとに、対象鳥獣の被害をおさえることで効果を検証するため。



（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

◇県内５圏域において鳥獣被害を受けにくいとされる作物の効果検証

　・本巣市根尾（こんにゃく）、・揖斐川町春日（山菜、薬草）、・郡上市明宝（エゴマ、赤シソ）、・中津川市福岡（あじめこしょう）、・飛騨市古川（エゴマ、トウガラシ等）

◇郡上市において落とし網によるニホンジカの捕獲技術を実施
◇イノシシやシカに対する技術については、猪鹿無猿柵（いのしかむえんさく）の開発により、柵による寄せ付けない効果を実証


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

◇被害を受けにくい作物については11月末に取りまとめ

　　このうち中津川市については、実施区対象区ともイノシシによる侵入無し。

　　また、飛騨市では、サツマイモをエゴマで囲った区ではイノシシの侵入が無く、目隠しによる忌避効果があると考えられた。
◇落とし網によるニホンジカの捕獲技術については現在実施中。3月に実績を取りまとめる


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	効果的な対策の普及につながるため、必要性が高い

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

－

	落とし網によるニホンジカの捕獲については、現在実施中であり、今後3月末までに成績をまとめる

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

△

	技術の普及性を考えると、より安価な手法に取り組むことが必要


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　イノシシやシカについては、ある程度防ぐための技術が確立されてきたと言えるが、一方で２３年度に県内で４，５００万円もの被害を出しているカラスの対策については、未だ具体的な対策ができていない



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　より効果的で普及性の高い技術の実証については、継続して実施し、被害の軽減につなげていく必要がある




